
今後の流れ
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　市は、若葉町のおおむね20年後のまちづくりの方向性を示した「若葉町まちづくり方針素案」を作成しました。この方針素

案に対するパブリックコメントを実施します。未来の若葉町がよりよいものとなるよう、皆さんのご意見をお待ちしています。
問行政経営課資産活用係・内線2702

　「若葉町まちづくり方針素案」は、令和２年度

から約１年半にわたり実施した若葉町まちづくり

ワークショップや、令和３年度に実施した若葉町

まちづくりに関するアンケートで把握した市民の皆

さんの意見等を参考に、まちの将来像や旧若葉

小学校・清掃工場跡地活用の方向性、第九中学

校圏域の公共施設再編の内容等を定めています。

◦豊かな自然や緑を生かしたまちづくり

◦利便性の高いまちづくり

◦コミュニティの拠点を生かしたまちづくり

◦旧若葉小の活用…………………… 民間事業者などが公共公益・地域活性化ゾーン（子育て支援施設、学校、病院、高齢者向け福祉施設など）として活用

◦清掃工場跡地の活用……………… 市が緑・やすらぎゾーン（公園、広場、緑地、雑木林など）として活用

◦第九中学校圏域公共施設＊再編 … 安全性に配慮しながら、中規模改修や建替えなどを実施

 ＊九中、若葉図書館、若葉会館、若葉児童館、若葉学童保育所、東部連絡所

◦多世代が住みやすく住み続けたくなるまちづくり

◦安心して暮らせる災害に強いまちづくり

　まちの将来像の実現に向けたまちづくりは、多くの時間を要するだけでなく、社会情勢にも柔軟に対応する必要があるため、

ステージを大きく２つに分けて行います。

若葉町まちづくり方針素案への若葉町まちづくり方針素案への
ご意見を募集しますご意見を募集します

どんな計画？

ご意見の提出・説明会のお申し込みは

目指すまちづくりとは

　四季折々の豊かな自然の下、多世代が見守り合い、学び合える街

公共施設再編と跡地活用の方向性

行政経営課資産活用係（市役所２階43番窓口）
内線2702  Fax（521）2653  e g-keiei@city.tachikawa.lg.jp へ
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第九中学校圏域
公共施設再編

ステージ1

　若葉町まちづくり方針素案の概要を説明します。

時▷▷４月14日㈮午後７時～８時▷▷４月16日㈰午後１時～２時場旧若

葉小定各50人（申込順）保いずれも若干名（１歳～学齢前）

申４月10日㈪〔保育を希望する方は４月７日㈮〕（必着）までに、直接、

または住所、氏名、連絡先、保育希望の有無を電話、郵送、ファクス、

Eメールで下記申込先へ。なお、説明会当日の緊急連絡先は☎090

（3094）4948です。

説明会を開催します
　方針素案のくわしい内容は、４月７日㈮～27日㈭に、市ホームページ、

市政情報コーナー（市役所３階）、女性総合センター、各地域学習館、各図

書館等でご覧になれます。

　４月７日㈮～27日㈭〔必着〕に、直接、または住所、氏名を

書いて、郵送、ファクス、Eメールで下記提出先へ。市ホーム

ページのパブリックコメント専用フォームも利用できます。

くわしい内容をご覧になるには

ご意見の提出方法

まちの将来像

まちづくりの方向性

方向性

旧若葉小 跡施設の活用 解体 跡地活用

清掃工場跡地 既存施設の解体・整地 跡地活用

建替え・改修など
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公共公益・地域活性化ゾーンイメージ図

緑・やすらぎゾーンイメージ図

（旧若葉小跡施設・清掃工場既存施設がある期間） （左記２施設の除却後から、おおむね令和24年度まで）
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から


